
 
 
 

 

令和３年１２月１５日 

四 国 地 方 整 備 局 

    
現場ニーズと技術シーズのマッチングが成立しました。 

 
～ 現場試行を順次開始 ～ 

 

（問い合わせ先） ○主たる問合せ先 
 
 四国地方整備局 企画部 工事品質調整官    江川

え が わ

 昌
まさ

克
かつ

（内線3130） 

            技術管理課課長補佐  岡部
お か べ

 拓也
た く や

（内線3315） 

            施工企画課課長補佐  河原
かわはら

 研
けん

治
じ

（内線3453）○ 

TEL：087-811-8312 

 四国技術事務所    総括技術情報管理官  濱田
は ま だ

 向
ひさ

啓
よし

（内線712-301） 
TEL：087-845-3135 

 

○概要 
国土交通省では、「新技術の発掘」や「企業間連携」を推進し、新技術の

開発促進・普及拡大を図ることを目的に、現場ニーズと技術シーズをマッチ

ングさせる取組を行っています。 
この度、四国地方整備局における様々な建設現場のニーズに対し、２件の

応募がありマッチングが成立しました。 
 
＜マッチングが成立した技術＞ 
○河川護岸における水中部の基礎の状態（基礎背面からの吸出しの有無、基

礎が浮いていないか）が把握できる技術 
 →１件のマッチングが成立 【資料：①－1】 
 
○地下埋設物の詳細な位置・種類・規模等地上から確認（可視化等）及び３

次元化等ができる技術 
 →１件のマッチングが成立 【資料：②－1】 
 
 
 
今後は技術シーズ提供者と個別に調整を行いながら、現場試行を順次実施し

ていく予定です。 
 
 
 
 
 
 
 



現場ニーズと技術シーズのマッチング

番号 現場ニーズ ニーズ提供者

①

「河川護岸における水中部の基
礎の状態(基礎背面からの吸出
しの有無、基礎が浮いていない
か)が把握できる技術」

四国地方整備局

②

「地下埋設物の詳細な位置・種
類・規模等地上から確認(可視
化等)及び3次元化等ができる技
術」

四国地方整備局

番号 技術シーズ シーズ提案者

①－１
TDOTGREENによる水中構造物の
把握

株式会社パスコ

②－1 地上・地下インフラ3Dマップ
株式会社ジオ・
サーチ

■マッチングイベント開催状況



TDOT GREENによる水中構造物の把握
［株式会社パスコ］

シーズ番号：①－１

■技術シーズの概要
・グリーンレーザスキャナを搭載したドローン(UAV)を用いた調査(計測)。
・100点/m2以上の照射密度で、陸部と水部の地形や地物の三次元点群情報をシームレス
に取得。

・水制工や河川護岸などの河川構造物の形状や周辺状況を詳細に把握することが可能。
・広域的な調査が可能なため、水中部基礎の異状把握のスクリーニング技術として活用。

・グリーンレーザによる３Ｄ点群データ取得



地上・地下インフラ3Dマップ
［株式会社ジオ・サーチ］

シーズ番号：②－１

■技術シーズの概要
・地中レーダを用いて面的に地下施設探査を行い三次元位置(平面・深さ)を把握。
・試掘状況の写真や動画を取り込むことで、埋設位置情報の精度向上(細緻化)を図る。
・地上三次元情報との一元管理を行い、AR技術を用いて地下情報の「見える化」を図る。
【計測・探査】

・地下部3D計測：多配列地中レーダを用いて
地下施設情報を取得

■地上計測

【地下情報の可視化】
・AR技術活用により地下施設を3D表示

・地上の３Ｄデータ

■地下探査

・波形データを
３Ｄデータへ変換

・波形データを取得

【試掘情報の取り込み】
・試掘情報を集約し、埋設位置情報を細緻化

・スマートフォン等で撮影
・専用アプリを使用し、3Dデジタル化･試掘情報
を集約

・探査結果と併合し、
埋設位置情報を細緻化



今後の予定
［参考資料］


